
山行報告書      京都田辺山友会     報告者 中廣正典  

場 所 山ルーム 山行名 教育部セミナー 

内 容 地形図・コンパス・ＧＰＳの活用 

実施日 ４月６日（土） 天 候 風雨 

参加者 

リーダー：中廣         サブリーダー：梅澤 

男性：丸山(講師) 佐坂 広瀬 竹原 若林 後藤             

女性：秋山 岡本 西村 五百田 姫嶋 

合計： １３ 名  
セミナー概略 

 
当初の予定では、午前中山ルームにて座学

を実施、基本を学んだ後昼食を挟んで木津
川市の「不動川砂防歴史公園」に移動、 
その周辺で実習を行う予定であった。 
 しかし当日は生憎の悪天候、雨にも増し
て風が強く野外での実習は中止とせざるを
得なかった。 
 かくして空いた午後は１時間余り、講師
より山行のツールとしてのＧＰＳとカシミ
ール３Ｄの利用の仕方等の説明を受け、同
時にシミュレーションを見せて貰う事が出
来た。 
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セミナー報告 

週の始めの予報で北からの低気圧と南からの高気圧がぶつかり、週末は荒れそうだと危惧して

いた。予想が的中し午後の実技は中止した。 

昨年入会された会員５人を始めベテラン会員を含め総勢１３名のセミナーとなった。 

今回参加出来なかった皆さんも次回以降是非参加して欲しいと思います。 

１）日本の地形図 伊能忠敬の測量に始まる。 

２）地形図を読む 

①真北と磁北 両者のずれ(偏角)は地域により３°～１０°ある。これを正確に把握しない    

と精度ある読図は出来ない。磁北線を学ぶ。 

 ②縮尺、等高線とその間隔(10ｍと 50ｍ)、斜面の角度、尾根と谷 

  九頭竜湖周辺の 1：12500 の地形図で尾根と谷を各自蛍光ペンで辿ってみる。 

 ③記号 崖(等高線の低い方が開いている)と岩(等高線の高い方が開いている)等  

 ④呼び方 ピーク 背 キレット コル(鞍部)等 

３）シルバコンパスの使い方 山座同定と現在地確認 目標物への直進  

４）ＧＰＳ 山ルーム内では衛星をキャッチ出来なかった為、緯度経度の事例によりスケールの

使い方を学ぶ(位置の特定)。但し、１秒で 30ｍの誤差がある事の認識は大事。 

５）ＧＰＳとカシミール３Ｄの活用とそのシミュレーション 

山の遭難で最も多いのが道迷いであり、滑落等その他の事故も道迷いに起因する事が多いもの

と推察されている。当セミナーが道迷いを事前に防ぐ一助になる事を願って止まない。 

 最後に講師を快諾頂いた丸山さんに参加者を代表し心よりお礼申し上げます。 

 



 

感想文 

 

第一回教育部セミナーに参加して、地形図・コンパス・GPS 活用を丸山様よりご指導 

頂きました。盛り沢山の教育内容に 早く活用しなければ 忘れそうです。 

今後どの様に実践の中で生かすかが自分自身のテーマ―に成りました。 

現場で何度も経験(自信)をする事が安全山行に繋がるのでしょう。 

又、登山を実行する為の事前調査の必要性をも大いに学ぶ事が出来ました。 

今後もチャンスを頂きながら精進したいものです。 

                                  若林憲治 

 

 

『読図勉強会に参加して』 

初めて持ったコンパスに初めて見た地図使い方もわからず右往左往していましたが丁寧な 

ご指導を得て徐々に把握出来てきました。近日中に自宅付近で挑戦し使い方に慣れていこうと 

思いました。                        

 西村敬子 

 

  

『地図の読み方を習って』                

今までも２万５千分の 1や５万分の 1の地図は見ていたし、シルバーコンパスも持っていた 

のですが、今回の教育を受けて本当の使い道がわかったような気がします。 

例えば、地図には磁針方位が書かれていて、そしてその使い方を教えていただいて目から 

うろこのような気がしました。まだまだ実地で経験しなければならないことはたくさん 

ありますが、今回の受講でその出発点に立てたような気がします。 

ほんとうにありがとうございました。                  

竹原 順治 


